
 

令和６年１２月２日 

於：鈴鹿商工会議所４Ｆ 

 

12月度（令和６年度第９回）役員会事項書 

 

１．開会宣言 （櫛田拓真副会長） 

２．青年部『綱領』朗読・『指針』唱和 （担当：堀川 恵副委員長） 

３．会長挨拶 （泉 晃多会長） 

４．議○○題 （議長：清水健太専務理事） 

 

 （１）11月度例会報告について（担当：未来創造） 

    11月９日（土）8:00～               於：鈴鹿市文化会館および周辺 

 

 

 （２）12月度例会について（担当：広報ブランディング） 

    12月16日（月）19:30～             於：鈴鹿商工会議所４Ｆ大ホール 

 

 

 （３）１月度例会について（担当：地域活性化） 

    １月16日（木）19:30～             於：鈴鹿商工会議所４Ｆ大ホール 

 

 

 （４）２月度例会について（担当：ビジネス向上） 

    ２月17日（月）19:30～             於：鈴鹿商工会議所４Ｆ大ホール 

 

 

 （５）委員会事業について 

   ①第68回青年部ゴルフコンペ（担当：ビジネス向上） 

    12月６日（金）8:30～                   於：鈴峰ゴルフ倶楽部 

 

 

   ②臨時会員総会（担当：総務DX推進） 

    12月９日（月）19:30～             於：鈴鹿商工会議所４Ｆ大ホール 
https://docs.google.com/spreadsheets/d/1eZCRKdZwRkB0JYBZGzJcMTYRxyaFtUDJ/edit?usp=sharin

g&ouid=107030870873559359096&rtpof=true&sd=true 

 

   ③鈴鹿YEG まちバルNight 2025 in 白子駅前商店街 

    １月29日（水）17:00～                   於：白子駅前商店街 

 

 

 （６）令和７年度スローガン・会長所信・基本方針（案）について 

 

12月度（令和６年度第９回）役員会出欠名簿 

泉  晃多 ○ 勇 まり子 ○ 佐藤 マサ × 三舩 裕太 ○ 加藤 慶昭 ○ 

岡田 基紀 ○ 櫛田 拓真 ○ 濵村 恭平 〇 草深 裕也 ○ 西口  崇 ○ 

杉本 智哉 ○ 清水 健太 〇 伊藤 朋広 ○ 玉田 篤範 ○ 中島慎之助 ○ 

前田  哲 ○ 松林 大樹 ○ 水谷 一星 ○ 伊藤 絵美 × 堀川  恵 ○ 

三浦 洋平 〇 山田 雅一 ○ 鎌田 伸吾 ○ 服部 快芳 ○ 野間 康友 ○ 

小野寺真志 ○ 今井 貴裕 ○ 西村 力也 ○ 髙士 将気 ○ 森  雄一 ○ 



 （７）令和７年度日本商工会議所青年部出向者選任について 

 

 

 （８）令和７年度三重県商工会議所青年部連合会における役職の委託について 

 

 

 （９）その他の報告事項 

   ①例会・委員会出席義務未達成者等について 

 

 

   ②東海！！よりむすび委員会出向報告 

 

 

   ③三重県連交流委員会「魁塾」出向報告 

 

 

   ■委員会報告 

     （総務ＤＸ推進委員会）第１１回１１月１４日 （出席 ７名 ／ 出席率４７%） 

      次 回 委 員 会→第１２回１２月１２日 

     （ビジネス向上委員会）第１１回１１月１４日 （出席１０名 ／ 出席率６７%） 

      次 回 委 員 会→第１２回１２月１２日 

     （未 来 創 造 委 員 会）第１１回１１月 ６日 （出席１０名 ／ 出席率５６％） 

      次 回 委 員 会→第１２回１２月 ５日 

     （地域活性化委員会）第１１回１１月１２日 （出席１０名 ／ 出席率６７%） 

      次 回 委 員 会→第１２回１２月  日 

     （広報ブランディング委員会）第１１回１１月１１日 （出席 ９名 ／ 出席率６４％） 

      次 回 委 員 会→第１２回１２月１３日 

     （組織活性化委員会）第１１回１１月１２日 （出席 ９名 ／ 出席率４７％） 

      次 回 委 員 会→第１２回１２月１０日 

 

   ■諸事業（会議）への対応 

    ●第42回全国会長研修会ふくしま郡山会議 

      11月14日（木）～16日（土）         於：けんしん郡山文化センター 

      出席者〔 泉・森雄・清水・野間・平井 〕 

    ●日本商工会議所青年部令和６年度企画委員長齋藤晃史君激励会 

      11月19日（火）19:00～               於：むつグランドホテル 

      出席者〔 泉 〕 

    ●令和７年度東海ブロック商工会議所青年部連合会第１回役員予定者会議 

      11月23日（土）13:15～            於：亀山市関文化交流センター 

      出席者〔 泉・三浦 〕 

    ●令和６年度東海ブロック商工会議所青年部連合会第８回役員会 

      11月23日（土）14:45～            於：亀山市関文化交流センター 

      出席者〔 松林 〕 

    ●東海！！よりむすび委員会 

      11月23日（土）15:00～               於：名阪関ドライブイン 

      出席者〔 杉本・三浦・森雄 〕 

    ●執行部会議（12月度） 

      11月25日（月）18:30～ 

      出席者〔 泉・岡田基・杉本・前田・三浦・小野寺・勇・清水・川口 〕 

    ●刈谷商工会議所青年部創立30周年記念式典及び祝賀会 



      11月30日（土）13:00～             於：刈谷市総合文化センター 

      出席者〔 泉・三浦・勇・櫛田・髙士・野間・森雄 〕 

    ●三重県連交流委員会「魁塾」第７回委員会 

      11月30日（土）16:30～                 於：鳥羽商工会議所 

      出席者〔 今井・中島・草深 〕 

    ○第13回三重県連大会亀山大会PRキャラバン 

      12月２日（月）20:30～           於：鈴鹿商工会議所４Ｆ大ホール 

    ○東海ひとむすび親睦交流会 

      12月６日（金）                        於：松阪市内 

      出席予定者〔 泉・岡田基・三浦・櫛田・清水・今井・玉田・髙士・森雄・松林・山田 〕 

    ○第31回第９回常議員会 

      12月９日（月）12:00～            於：鈴鹿商工会議所４Ｆ大ホール 

      出席予定者〔 泉 〕 

    ○三重県商工会議所青年部連合会 親睦交流会＆忘年会 

      12月14日（土）14:30～                 於：鈴鹿峠自然の家 

     出席予定者〔 泉・岡田基・櫛田・清水・今井・中島・草深・森・西村・玉田・髙士・服部・山田・岡住・ 

            田中・中村・平子 〕 

    ○YEG BUSINESS EXPO 2024 ～YEG , BE MARKETING～ 

      12月15日（日）10:00～             於：栃木県小山市・白鷗大学 

      出席予定者〔 吉田孔 〕 

    ○１月度執行部会議 

      12月23日（月）18:30～ 

    ○2025年新春賀詞交歓会 

      １月６日（月）18:00～           於：鈴鹿サーキット THE DINING 

      出席予定者〔                      〕 

    ○１月度（令和６年度第10回）役員会 

      １月７日（火）19:30～ 

    ○半田商工会議所青年部発足60周年記念式典及び記念祝賀会 

      １月18日（土）14:00～               於：半田市福祉文化会館 

      出席予定者〔                      〕 

    ○第13回三重県連大会亀山大会 

      ２月１日（土）9:30～                   於：亀山市文化会館 

      出席予定者〔 岡田基・杉本・櫛田・清水・松林・山田・今井・髙士・水谷一・草深・野間・森雄・植田・ 

             木下・中村・                           〕 

    ○表敬訪問・全国大会成功祈願 

      ２月12日（水）14:30～                 於：福岡県久留米市 

      出席予定者〔 泉・森雄 〕 

    ○第44回全国大会『ほとめきFUKUOKAくるめ大会』 

      ２月13日（木）～15（土）                於：福岡県久留米市 

      出席予定者〔 泉・岡田基・杉本・三浦・清水・松林・西村・髙士・草深・森雄・植髙・梅林・岡田圭・ 

             儀賀・小坂・田中・徳丸・宮崎・森綾・山野・吉田孔・若松 〕 

 

 

５．日本YEG出向者報告 

 

 

６．監事講評 

 

 

７．閉会宣言 （杉本智哉副会長） 



□検討事項  ■承認事項                令和6年度 第【 9 】回役員会起案 

広報ブランディング委員会 

 

□（１）日 時 ：令和6年12月16日（月） 19：30～21：30 

 

□（２）場 所 ：商工会議所4F大ホール 

 

□（３）趣 旨 ：会社はもちろん、地域団体であるYEGにおいても、広報活動は重要な役割を担い

ます。近年の傾向として、手軽で普及しているSNSを利用する企業が増えており、

そこに時間と力を注いる人も多いのではないでしょうか。ですが、ビジネスに直結

していると感じているのは、ごく一部の企業であると考えます。 

         企業が行う広報として、目的や内容に沿った広報の在り方を学び、地域の特性に応

じた戦略を考え適用していくことは重要です。本例会においては、その広報につい

ての学びを深め、明日からの自社業に活かせるヒントを得ることを目的とします。 

          

 

□（４）内 容 ：タイトル『その広報のやり方、本当に合ってますか？』 

          

講演  1．基礎理解の確立 

ブランディング、PR、広告の違い 

各概念の役割と目的を明確化 

    2．コーポレートメッセージのススメ 

      事例を交え、コーポレートメッセージの意義を学ぶ 

    3．心理学・脳科学の活用 

      脳科学に関するワークショップ及びSNSの心理学的活用により 

ブランド認知を向上させる手法についての学び 

※口コミで重要なこと 

※当委員会メンバーと講師による「ブランド再生とブランド再認 

 の体験」をステージ上で実技することで、例会参加いただく 

 皆さんに、より伝わりやすくすることで、設営メンバーの学び 

 も向上するものとします。 

    4．地域への浸透 

      地域社会への浸透を重視した具体例について 

    5．明日からあなたも実践できる行動計画 

      具体的なアクションプランを策定 

      ※参加メンバーが、地域に密着した広報活動を具体的に実践でき 

       るスキルと知識を習得し、自社ブランドの認知度と信頼度を向 

                  上させるアクションプランを策定してもらう。 

 

                ※3と5のワークショップにより 

                 1．認知の盲点を体験 

                 2．明日からの行動計画を作成 

                これにより期待される効果として 

1．ブランド認知の向上 

2．地域社会との絆の強化 

鈴鹿ＹＥＧ 12月度例会（案） 



3．継続的な広報活動の基礎構築 

講師：番頭舎 服部 巨(はっとり たかし)様 

 

                  まとめ 

 

            

□（５）タイムスケジュール 

  16：00 委員会メンバ－集合、会場準備・リハーサル 

  19：00 受付開始［受付：南山、富田］ 

  19：30 開会の辞                                           （内木隆博） 

  19：31 通常例会［司会：市岡、川崎］                                          

       １．青年部会歌斉唱                                         

       ２．『綱領』朗読・『指針』唱和                        （勇副会長） 

       ３．会長挨拶・報告・三重県連報告                             （泉会長） 

       ４．日本ＹＥＧ報告 

理念形成委員会                                （森出向理事） 

       5．東海！！よりむすび委員会 出向報告                  （草深副委員長） 

       6．三重県連交流委員会「魁塾」 出向報告                   （中島委員長） 

7．委員会報告並びに委員会活動について 

       8．３分間スピーチ   内木 隆博（広報ブランディング委員会） 

沢田 晃一（組織活性化委員会） 

       9．その他報告事項 

  20：05 開始・趣旨説明                                       （加藤副委員長） 

  20：06 例会開始 

20：07 講師入場・講師紹介 

20：10 講演 

1． 基礎理解の確立 

2． コーポレートメッセージのススメ 

20：30 3．心理学・脳科学の活用（委員会メンバーとの実演あり） 

4．地域への浸透 

21：05 5．明日からあなたも実践できる行動計画 

21：15 質疑応答 

  21：20  謝辞・講師退場 

  21：23 まとめ 

   21：25  アンケート 

  21：26 出席率発表                                      （総務DX推進委員会） 

  21：27 監事講評                                               （松林監事） 

  21：30 閉会の辞                                               （藤原柊弥） 

  21：31 集合写真 

  21：35 終了 

 

 

□（6）懇親会 ：（担当）  地域活性化委員会 

（場所） すし居酒屋湊 

         （会費） 6,000円（税込）＋景品代1,000円 

              ※領収書について 



               飲食分の6,000円分の領収書は発行されますが、 

               景品代の1,000円分の領収書は発行されませんので、 

               予めご了承ください。 

       キャンセルポリシー：当日のキャンセルは全額負担とする。 

                        なお、キャンセル者の代金は所属委員会の委員長にて立替とする。 

□（7）その他 

      持ち物： 筆記用具 

事前準備：PCまたはタブレット・メモ・筆記用具  

服装：スーツ、YEGネクタイ・スカーフ・バッジ  

 

講師プロフィール 

合同会社 番頭舎 服部 巨(はっとり たかし)様 

 
商工会議所等を中心に広報・マーケティンの公演を開催実績あり 

↓詳細は下記URLより 

WEBマーケティング・ブランディングのコンサルタント 三重 /番頭舎【公式サイト】  

 

 

【看板レイアウト】 

 

https://www.bantousya.jp/
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【PPT参考資料】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



□検討事項　　■承認事項

※懇親会費は本会計に計上しない為、詳細は別途下記の通り記載。

令和6年度第【  9  】回役員会起案

□ 収支予算（案）

□ 収入の部

事　　業　　名 12月度例会

髙士　将気作成者担　　当

項目

□

明細

金額（税込）

¥20,000

¥130,000

¥150,000

¥150,000計

鈴鹿商工会議所4階大ホール

例会看板

¥132,000

¥280

計

広報の在り方を学ぶ例会です。内容を精査します。

10 例会内で動画を完成させるのは難しいのではないか 10 内容を大幅に見直しました

10 Part3で作成した動画はどうするのか

月度 回答

番頭舎　服部　巨様

明細

質疑

10 範囲が広すぎるのではないか。 10 範囲を含め内容を精査しました。

10

10 内容を大幅に見直しました

趣旨がわかりにくい。SNS？広報？ 10

11 上限価格を確認したうえで記載しました。

11 打ち合わせは出来ているのか。 11 15日に詳細打ち合わせでアポ済み

11 WEBやSNSの話が聞きたいのだが、、、 11
もちろんWEB 、SNSも含んでいます。あくまでも、そこにこだ
わりすぎず、融合させた広報が大切なのではないでしょうか。

11 SNSやAIなどの講演実績が目立つが、、、11
近年の依頼状況を鑑みればそうなるかと思います。WEBにとら
われない広報についての講演が可能かは確認済みです。

11
県や支援センターからの派遣も検討はしまし
た。

11
地域密着の講演者は三重県人に限る必要はないのでは
ないか。

11

講師は複数候補から絞った結果なのか。 11

質疑応答事項記録

月度

地場の講師のほうが、その地域に合った、身近な内容も
盛り込んでもらいやすいと考えます。

11 予算は合っているのか。

広報ブランディング委員会

看板代□

□

会場費

項目

□

□

委員会予算

□ 全体事業費

□

□

□ 予備費

□

□

支出の部

懇親会について

開催店舗

金額（税込）

¥5,000

¥8,800

□

講演料

明細

□ 備品等

金額（税込）

□ ¥648,000

項目

¥680

講師用飲み物（控室用、登壇時用）

□ 資料作成費 ワーク資料10円×3枚×108名 ¥3,240

1,000円×108名□ 景品代 ¥108,000

懇親会費 6,000円×108名



12 月度例会 講師選定理由書 

選定講師 ： 番頭舎 服部 巨（はっとり たかし）氏 

 

 

 

 

 

 

本例会の想定として、 

① 広報・広告に関しての知識向上 

② WEBや SNSに頼りすぎない（もちろん融合させていくことは必要である） 

③ 地方での広報（地域密着・地域特性（三重県の特徴や県民性）） 

④ 各業種における広報の在り方 

⑤ B to Bでの広報にも注力（B to Cの広報を学ぶ機会は他方にある） 

⑥ 5月度例会でのブランディングとの兼ね合い 

といった点に重きを置きました。 

例会終了後に参加いただいた各メンバーの皆さんが、それぞれの事業や業種に合った広報

手段をとっていけるべき知識を得て、（もちろん、全業種に対する説明は時間的にも難しい

ですが、それぞれに向けて、考え進めていく方向性の導き方が学べる内容で講演予定）、こ

れまで広報にあまり取り組んでいなかった企業には新たな一歩を、すでに取り組んでみえ

る企業には、方向性の是非、一歩先の広報への導きになってもらえることが目的となりま

す。 

これは企業に限らず、地域団体にも通ずるものと考えます。 

 

そこで、前回の役員会時には数名検討していた講師の方々から、1名を選定し、打ち合わせ

の段取りを進め、議案に記載しました。 

指摘①他の講師にもアプローチし、その中でもこの人だという理由が弱い 

  →他の候補者も検討しましたが、委員会内で話し合った結果、服部氏を選定させてい

ただきました。理由は下記に示します。 

指摘②地域にあった広報といえども、三重県の講師にこだわらなくても良いのではないか。 

  →地方の広報に精通する方はもちろんいらっしゃるでしょう。 

   しかし、私の思いとしてはやはり、たとえば岐阜県と三重県、島根県と三重県などで 

   も地域性や県民性は異なるものと考えます。 

   その上で、県内各所で講演実績があり且つ、県内企業と連携し活動されている講師 

   のほうが、よりメンバーの皆さんに近い状況での講話をいただけるものと考えます。 



指摘③デジタル面に特化した講演実績が多いが、例会内容に合致した講演が可能なのか。 

  →マーケティングやコンサルの講師でWEBや SNS、AIなどに長けているのは当然で

あり、実績が目立つのは、近年の流れからそうした依頼が多いためと考えます。 

※実際の打ち合わせを終えて 

①当初、費用も掛からない県や市の広報の方も検討しましたが、 

やはり、公的な面での広報という点が強く、中小零細企業の観点とはすり合わせが難しい 

②幅広く広報やマーケティングについての講演よりは、身近に感じ取れる実体験などを講

演いただけることが望ましい 

③当委員会からの要望を多く取り入れてもらいたい 

④マーケティングや広報は、どうしてもサービス業や小売業に偏りがちであるため、建設

やその他の業種とも実績のある講師が望ましい 

 

など、感じることが多々ありました。 

 

それらを踏まえ、服部氏においては、 

① 地域の中小零細企業へのコンサルや講演をされている 

② 三重県の企業とのタイアップが多い 

③ WEB や SNS、AI などの実績が目立つ HP ではあるものの、地域密着の広報にも長け

ている 

④ 当委員会の思いや要望を真摯に汲んでいただけている 

⑤ サービス業や小売業だけにとどまらず、建設業やその他の業種との取り組みも多い 

 

といった点から、選定いたしました。 

打ち合わせの際も、服部氏より SNSのデメリット、地方でのブランディングやマーケティ

ングの戦略や戦術、顧客を分析した根拠に基づく戦略等、短時間でも興味深い話が多く聞く

ことができました。また、5月にブランディングの事を学んでいる事をふまえ、マーケティ

ング、ＰＲ、広告の違いなども明確にした上でお話いただけるとのことで、当委員会の思い

に沿った講演をいただけると確信しました。 

 

講師選外リスト 

 

候補 1 三重県フードイノベーション課 職員 

費用 無料 出前トーク 

講演内容  農林水産資源を活用して、生産者や食品産業事業者、大学など産学官のさまざ

まな主体の知恵や技術を結集し融合することにより、新たな商品やサービスを革新的に生



み出す仕組みづくりとして進めるみえフードイノベーション総合推進事業についてお話し

します。 

・選外理由 県の施策や広報のあり方を聞けるのは為になるが、県という立場上踏み込んだ

話ができないであろうこと、食品の話がメインになるであろうことが想定され建設系やそ

の他業種のメンバーには面白くない例会となってしまう可能性がある。 

 

 

候補２  大畠 崇央氏 

 

 

『ディズニー流感動を生む企画の秘密』 著者／ 元ウォルト・

ディズニー シニアプロデューサー／ 上級マーケティング解

析士 

・講演 ３０万円程度 

・選外理由 話自体に興味はあるが大企業及び広域に対しての

マーケティング・広報の公園になってしまうと懸念、 

 

 

候補３ 高垣 和郎氏 

 

【広報ＰＲ／商品開発／販路開拓／経営マネジメント】 

 

流通・マスコミ(映画、芸能、出版、放送）・機械メーカー（産業機械、

木工、食品、ガラス、繊維、造船等）の現場から経営マネジメントの

経験を活かし、広報ＰＲ、商品開発、販路開拓、経営マネジメント

などの企業支援を行っています。 

  特に、地域資源を活用したビジネス、農商工連携・６次産業化、コミュニティ・ソーシ

ャルビジネス、ものづくり、事業承継 

選外理由：食品系の実績・地域性は高いが建設系及びその他業種に対しての専門性がない点

を懸念 



□検討事項  ■承認事項                 令和6年度第【 9 】回役員会起案 

地域活性化委員会 

 

□（１）日 時 ：令和7年1月16日（木）19：30～21：30 

 

□（２）場 所 ：鈴鹿商工会議所4階大ホール 

 

□（３）趣 旨 ：鈴鹿の魅力を学び、それを発信できる知識や経験を持つことは、青年経済人として 

大切だと考えます。しかし、地域で活動する我々が、その魅力を十分に理解し伝え 

られているでしょうか？今例会では、YEGメンバーが鈴鹿の魅力を体感し、共有 

・学習することで、各々の理解度を深めます。例会を通し、さらに鈴鹿の魅力を発 

信できる存在となり、地域活性化につなげることを目的とします。 

 

□（４）内 容 ：テーマ『鈴鹿YEG 格付けチェック』（案） 

         ～鈴鹿一流青年経済人 そっくりさんはいないよね⁉～ 

 

第一部 鈴鹿の魅力学習（案） 

テスト形式（紙）もしくはグループごとの回答（A/B）で鈴鹿市の基礎知識を再確認 

10分でテスト（20問）もしくはグループごとで回答（10～15問） 

鈴鹿市の地理・歴史・文化の基礎知識をテスト形式で回答していただくことで学びにつなげる 

（例）鈴鹿市は三重県で何番目の面積か？ A．1番 B．4番 C．8番 D．12番 

 大黒屋光太夫は現在のどの国へ漂流したか？ Aロシア B中国・・・など 

 

第二部 格付けチェック（案） 

チームごとに回答者を2名壇上へ登壇していただき問題に回答いただきます。 

設問は五感をつかった体感型のものを用意し知識と実物のすり合わせを行います。 

壇上の回答者以外のチームメンバーは席にて同じ問題を体感し考えていただきます（回答権は

なし）。飲食物についても壇上と同様の物を用意します。答え合わせは地域メンバーが実際に

取材し、答え以上の情報を提供し知識をアップデートしていただきます。 

    ・設問案 

    ◇鈴鹿産お茶とペットボトルのお茶 

    ◇ザク豚と普通の国産豚  

    ◇F-1エンジン音とスーパーフォーミュラ 

    ◇8耐エンジン音とモトクロスのエンジン音 

    ◇伊勢型紙と和紙 

     など 

 

第三部 格付け発表 

 

※ 芸能人格付けチェック！を鈴鹿YEG版で行います。第一部では鈴鹿の魅力・知識をおさ

らいしていただきます。基礎知識を再確認していただき知識をベースアップします。第二

部で格付けチェックを行います。参加メンバーは8チームに分かれていただきます（くじ

引き）。ステージに4テーブル設置し各チーム２人ずつ登壇しA・Bで解答し両袖の倉庫

（部屋A・Bとする）に移動していただきます（設問によっては8チームの回答者全員が

壇上に上がっていただきます）。部屋A・Bと会場はZOOMでつなぎプロジェクター投影

鈴鹿ＹＥＧ 1月度例会（案） 



にて中継します。回答者4チーム以外の解答者はエレベーターエントランス待機していた

だきます。問題は合計5問程度とし格付けに応じて衣装・扱いを変えます。第三部で格付

け発表を行い一流青年経済人には記念品を進呈します。 

 

□（5）タイムスケジュール（案） 

 

17：00 委員会メンバ－集合、会場準備・リハーサル 

19：00 受付開始［受付］ 

19：30 開会の辞 （服部副委員長） 

19：31 通常例会 （司会  小島・若松） 

１．青年部会歌斉唱 （全員） 

２．『綱領』朗読・『指針』唱和 （小野寺副会長） 

３．会長挨拶・報告・三重県連報告 （泉会長） 

４．日本ＹＥＧ報告  理念形成委員会 （森出向理事） 

5．東海！！よりむすび委員会 出向報告 （○○） 

6．三重県連交流委員会「魁塾」 出向報告 （○○） 

7．委員会報告並びに委員会活動について 

8．３分間スピーチ 桐生常朗（総務DX推進委員会） 

恩田将成（ビジネス向上委員会） 

9．その他報告事項 

20：00 例会開始・1月度例会『鈴鹿YEG 格付けチェック』趣旨説明 （玉田委員長） 

20：01 第一部 鈴鹿の魅力再確認 10分テスト 

20：11     答え合わせ 

20：25 第二部 格付けチェック 

21：15 第三部 格付け発表・まとめ 

21：25 アンケート 

21：26 出席率発表 （総務DX推進委員会） 

21：27 監事講評 （山田監事） 

21：30 閉会の辞（伊藤副委員長） 

集合写真 

 

□（6）例会看板について 

         プロジェクターにて投影 

 

□（7）懇親会 ：（担当） ビジネス向上委員会 

（場所） 未定 

（会費） 6,000円（税込）程度 

キャンセルポリシー：当日のキャンセルは全額負担とする。 

なお、キャンセル者の代金は所属委員会の委員長にて立替とする。 

 

□（8）その他 

 

 



□検討事項　　■承認事項

※懇親会費は本会計に計上しない為、詳細は別途下記の通り記載。

10円×108名 ¥1,080

¥900□

□ 茶葉 100ｇ ¥2,000

□ 紙コップ　小

令和6年度　第【 　9　 】回役員会起案

□ 収支予算（案）

□ 収入の部

事　　業　　名 1月度例会　鈴鹿YEG 格付けチェック（案）

玉田　篤範作成者担　　当

項目

□

明細

金額（税込）

¥20,000

¥7,000

¥27,000

月度 回答

¥27,000計

鈴鹿商工会議所4階大ホール

鈴鹿商工会議所4階大ホール

¥700

¥1,500

¥3,800

地域メンバーで対応します

10 誰がGACKTをするのか？ 10 重要課題なので十分な検討が必要

10 日本酒は難しいのではないか？

1月度例会として

明細

金額（税込）

¥5,000

¥5,000

計

¥2,070

380円/100ｇ　1kg

275円/100ｇ　1kg ¥2,750

質疑

10 第一部の学びが活きる内容で第二部に 10 検討します

10

10 吐き出す、もしくは地域メンバーが送迎する

別室にモニター中継など難しいのでは？ 10

10 タイムスケジュールが厳しそう 10 タイトな運営になると思うので十分なリハーサルを行います

10 先にクイズをした後学ぶ方がいいのでは？

10 楽しい内容ではあるがしっかりとした学びがあるものにすること 10 例会である以上そのように企画します

質疑応答事項記録

月度

10 検討します

□ 予備費

□ 国産豚バラ肉

地域活性化委員会

リハーサル会場費□

□

委員会事業費

□ 全体事業費

□

□

会場費

項目

□

□

明細

□ ザク豚バラ肉

□

□

お茶ペットボトル 2L×3本

□ コピー代

支出の部

懇親会について

開催店舗 未定

□

マスク 目隠し用

□ 耳栓 60組（120個）

金額（税込）

□ ¥648,000

□

懇親会費 6,000円×108名

項目

□ つまようじ 200本 ¥200

500個 ¥2,000



【 通常例会 】 … 青年部メンバー

… 地域活性化委員会

… 執行部

プロジェクター 司

会 EV

会長

直前

副

副

副

副

副

副

専務

プロジェクター

司

EV

会

給湯室

演　台

【企画例会】

旗

旗

スクリーン

C B A

F E D

H G

受付

旗

C B A

F E D

H G

控室A 控室B

解答者

解答者
解答者

解答者



□検討事項  ■承認事項               令和 ６ 年度 第【 9 】回役員会起案 

 

ビジネス向上委員会 

 

□（１）日 時 ：令和7年2月17日（月）  19:30～21:30 

 

□（２）場 所 ：商工会議所4F大ホール 

 

□（３）趣 旨 ：気が付けば大人になっていました・・。 

         世間のマナーや作法が伴わずに知らず知らずに年齢を重ねていっていませんか？ 

         本例会ではビジネスマナーを知ることやスマートな振る舞いを考察し、ビジネスシ

ーンで実践出来るような立ち居振る舞いを身に付け、自社業へ良い影響をもたらす

ことを目的とします。 

          

 

□（４）内 容 ：タイトル 『 カッコいいオトナをめざして！ 』（案） 

           ～ 一流の鈴鹿人の次は一流のオトナを目指そう ～ 

          

第1部 【マナーや立ち居振る舞いの大事さ】 

・人に好印象を与えると、どのような事が起こるのか？ 

 

第2部 【マナーを知る】 

・答えのあるマナーを知る。 

  例：名刺の渡し方など 

             

     第3部 【立ち居振る舞いを考察する】 

          ・一般的な答えはないが、スマートな振る舞いを考える。 

            例：後輩や部下と食事に行った時の支払い方など 

 

□（５）タイムスケジュール 

  16：00 委員会メンバ－集合、会場準備 

  19：00 受付開始  ［受付        ］ 

  19：30 開会の辞  ［委員会メンバー］ 

19：31 通常例会  ［司会        ］ 

       １．青年部会歌斉唱       （全員） 

       ２．『綱領』朗読・『指針』唱和 （前田副会長） 

       ３．会長挨拶・報告・三重県連報告（泉会長） 

       ４．日本ＹＥＧ報告        

         理念形成委員会        （森出向理事） 

       ５．東海！！よりむすび委員会  （     ） 

       ６．三重県連交流委員会「魁塾」出向報告  （     ） 

７．委員会報告並びに委員会活動について 

８．３分間スピーチ 植髙 信彦  （未来創造委員会） 

                 平子 史   （地域活性化委員会） 

       9．その他報告事項 

鈴鹿ＹＥＧ 2月度例会（案） 



 

  20：05 趣旨説明 

  20：07 第1部 

  20：15 第2部 

  20：45 第3部   

  21：20 委員長まとめ 

  21：25 アンケート 

  21：26 出席率発表（総務DX推進委員会） 

  21：27 監事講評   （〇〇監事）  

  21：30 閉会の辞  ［委員会メンバー］ 

 

□（６）その他 服装 

 

  服装：自由 

 

 

□（7）懇親会 ：（担当） 組織活性化委員会 

 

（場所）  未定    

 

         （会費）  未定 

 



□検討事項　　■承認事項

※懇親会費は本会計に計上しない為、詳細は別途下記の通り記載。

□

質疑応答事項記録

月度 質疑 月度 回答

項目 明細 金額（税込）

□ 懇親会費 6,000円×108人 ¥648,000

計 ¥20,000

□ 懇親会について

開催店舗

□

□

□

□ 予備費 ¥10,000

□ 会場費 鈴鹿商工会議所4F大ホール ¥5,000

□ リハーサル会場費 鈴鹿商工会議所4F大ホール ¥5,000

計 ¥20,000

□ 支出の部

項目 明細 金額（税込）

□

□

□

□

□ 委員会事業費 ¥20,000

□

□ 収支予算（案）

□ 収入の部

項目 明細 金額（税込）

令和6年度　第【 9 】回役員会起案

事　　業　　名 2月度例会　カッコいいオトナをめざして！（案）

担　　当 ビジネス向上委員会 作成者 伊藤　朋広



 

 

事業計画書 

□検討事項  ■承認事項      令和 6 年度 第【9】回役員会起案 

■事業名 第 68 回青年部ゴルフコンペ 

■日 時 令和 6 年 12 月 6 日(金)※8：30 スタート 

■場 所 鈴峰ゴルフ倶楽部 

■担 当 ビジネス向上委員会 

■対 象 青年部会員及び OB 会員 
■ 目的（ねらい） 

ゴルフコンペを通じ会員同士の交流を図り、OB 会員の方々との親睦を深め

ることを目的とします。 

□ 内容 

①組数：10 組（4 人×10 組／最大 40 人） 

    現役メンバー2８名 OB メンバー12 名 

②プレー費（セルフプレー）：プレー費：8,480 円 

※昼食付き・フロント精算 

③会費：7,500 円 

内訳 

親睦ゴルフ会費：5,000 円（パーティー代など）※フロント清算 

青年部会費：2,500 円  

(景品代 1,950 円 表彰式時ドリンク代 550 円) ※青年部受付精算  

④競技方式 

・OUT・IN コース 

・18 ホールストロークプレー 

・スルーザグリーン 6 インチプレース 

・ローカルルール及び JGA 規則適用 

・HC は今回ダブルペリア方式を採用 

※親睦ゴルフとは別の隠しホールのダブルペリア方式 

※今後の青年部ゴルフの為にスコアは保存します。 

・同ネットの場合はグロス上位者、それも同じの場合は年長順 

・OK パットなし 

・ニアピンホール 中ホール 4・８番 

・ドラコンホール 中ホール 2・9 番  

⑤申込期限：11 月 5 日 

 ※組数が決められている為、先着順で締切りさせて頂きますのでご了承くだ

さい。 

⑥その他： 

 ・プレー終了後、ゴルフ場のパーティー会場にて親睦ゴルフコンペ表彰式の

前に青年部ゴルフコンペの表彰式を行います。 

・自社業の PR も含めて景品を出来る限り青年部メンバーの事業所で用意 

したいと思っています。AT にて景品を用意したい方を募集します。 

応募が殺到した場合は、ビジネス向上委員会のメンバーで選定させて頂 

きます 



 

 

  

⑦タイムスケジュール（案） 

 

7：00 委員会メンバー集合 

7：15 受付開始 

8：10 集合（クラブハウス前） 

8：11 会長挨拶 

8：13 委員長挨拶 

8：15 開会式（ルール説明） 

8：20 写真撮影 

8：30 プレー開始 

15：30 表彰式（青年部コンペ） 

15：50 表彰式（親睦コンペ） 

 

  

 



□検討事項　　■承認事項

※懇親会費は本会計に計上しない為、詳細は別途下記の通り記載。

□

質疑応答事項記録

月度 質疑 月度 回答

項目 明細 金額（税込）

□ 懇親会費

計 ¥67,500

□ 懇親会について

開催店舗

□ 予備費 ¥6,000

□

□ 表彰式時 ドリンク代 550円×23名 ¥12,650

□ その他備品 ペナント・リボン等 ¥4,000

□ 景品代 優勝・準優勝・飛賞・ドラコン・ニアピン ¥35,650

□ 参加賞 400円×23名 ¥9,200

計 ¥67,500

□ 支出の部

項目 明細 金額（税込）

□

□

□

□

□ 全体事業費 ※プレー費、パーティー費はフロント清算の為に記載なし ¥10,000

□ 収支予算（案）

□ 収入の部

項目 明細 金額（税込）

令和6年度　第【 9 】回役員会起案

事　　業　　名 第68回青年部ゴルフコンペ

担　　当 ビジネス向上委員会 作成者 伊藤　朋広

□ 会費 2,500円×23名 ¥57,500



 
第６8 回鈴鹿ＹＥＧゴルフ大会組合せ表 

 

 

 

日 時：令和 6 年 12 月 6 日（金）8:10 クラブハウス前集合 

    （30 分前迄に受付して下さい） 

 

場 所：鈴峰ゴルフ倶楽部  （鈴鹿市伊船町 151-4 059-371-0711） 

 

会 費：15,980 円  内訳 2,500 円（青年部会費）       青年部受付精算 

5,000 円（親睦ゴルフ会費）     フロント精算 

8,480 円税込（プレー代・昼食付）  フロント精算 

 

【 西 → 中 】 

 

1 組

8:30 
 

加藤 昌也 

 

泉 晃多 

 

森 雄一 

 

高士 将気 

2 組 

8:37 
  

頃末 顕  

 

 伊藤 朋広 

   

亀居 大輔 

  

加藤 慶昭 

3 組 

8:44  
  

田中 英樹 

   

清水 健太 

     

水谷 一星  

 

  子安 康文 

4 組 

8:51 
 

鷺山 友宏 

  

前田  哲 

   

野間 康友 

   

植髙 信彦 

5 組 

8:58 
   

前田 武徳   

   

菊地  隆 

   

西出  貴 

     

 

6 組 

9:05 
 

望月 卓透 

 

松林 大樹 

 

浜本  靖  

 

  小島 庸平 

 

 

ルール：・ブレザー着用、キャンセル料は各自で負担してください。 

    ・ダブルペリア方式（親会コンペとは別の隠しホールで計算） 

       （今 後 の 青 年 部 ゴ ル フ の 為 に ス コ ア は 保 存 し ま す ）  

    ・同ネットの場合はグロス上位者、それも同じ場合は年齢順。 

    ・6 インチプレース可…［その他ローカルルール適用］ 

        ・OK パットなし 

    ・ドラコンホール…（中 2・9 番）※後半のみ 

ニアピンホール…（中 4・8 番）※後半のみ 

 

その他 

    ・プレー終了後、ゴルフ場のパーティー会場にて親睦ゴルフコンペ表彰式の前に

青年部ゴルフコンペの表彰式を行います。 



□検討事項 ■承認事項 令和6年度第【9】回役員会

鈴鹿ＹＥＧ 臨時会員総会（案）

総務DX推進委員会

□ （１）日 時 ： 令和6年12月9日（月）　19：30　～　20：00

□ （２）場 所 ： 鈴鹿商工会議所4F大ホール 地図

□ （３）趣 旨 ： 本会の最上位機関である臨時会員総会を開催し、令和7年度の重要項目を決議する。

□

（４）内 容 ： 鈴鹿商工会議所青年部臨時会員総会　開催
　　　　　　　　　
担当役割　司会　　総務DX推進委員会
準備　　総務DX推進委員会（全員）
受付　　総務DX推進委員会
準備関係　事務局
臨時会員総会資料・会歌CD・備品（名札・文房具など）

□

（５）タイムスケジュール
時刻 内容 担当者
17：00 会場準備 準備 委員メンバー集合
19：00 メンバー受付開始 受付 桐生 常朗 近藤 雄一
19：30 臨時会員総会開催 司会 長屋 季良 髙倉 美礼

① 開会のことば　 前田　哲
② 青年部会歌「伸びゆく大地」斉唱 全員
③ 青年部「綱領」朗読「指針」唱和　 杉本　智哉
④ 資格審査 今井　貴裕
⑤ 会長挨拶 泉　晃多
⑥ 議長選出 泉　晃多

19：45 議案確認 西出　貴
【第一号議案】 令和7年度鈴鹿商工会議所青年部役員(案)承認の件

新会長挨拶ならびに新役員紹介
【第二号議案】 令和7年度鈴鹿商工会議所青年部スローガン・会長所信・基本方針(案)承認の件
【第三号議案】 令和11年度日本商工会議所青年部第49回全国大会開催地誘致(案)承認の件
【第四号議案】 その他

19：59 閉会のことば 三浦　洋平
20：00 閉会
20：01 写真撮影

□
（6）会場レイアウト

会場レイアウト

□
（7）看板案

看板デザイン

□ （8）懇親会
担当：令和6年度執行部
場所：ニクバルプロべッチョ平田町駅前店
会費：6,000円（食事、飲み放題付き）

□

（9）その他
持ち物：YEGネクタイ・スカーフ・バッジ
臨時総会欠席者は委任状提出が必要（ATにて案内）
服装：スーツ

臨時会員総会招集通知 委任状
収支予算書 シナリオ(通常)
シナリオ(議長)

https://goo.gl/maps/xBx4czCeESWYzpsMA
https://docs.google.com/spreadsheets/d/11jm3aR7ECCyysTpeKZ3NPNYcec9Wb2se/edit?usp=sharing&ouid=107030870873559359096&rtpof=true&sd=true
https://drive.google.com/file/d/1S0kaeKL35ABfZgFtZ3YcvcvxG4ZWaiPy/view?usp=sharing
https://docs.google.com/document/d/16QmHJ9-sc_ra2N0bfjKmZG8_ubq8N-2E/edit?usp=sharing&ouid=107030870873559359096&rtpof=true&sd=true
https://forms.gle/61SgvZ9BB5vPwHUF9
https://docs.google.com/spreadsheets/d/1F7G5J39FpiwWvj_-xyuSXNrC501FxW0dcz8EOb3ALvw/edit?usp=sharing
https://docs.google.com/document/d/18gqSjUUcb-Sxq-Qi2krVrHsi4o9FqshO/edit
https://docs.google.com/document/d/1OLyh42HX_lNrSex756iT3mN3uXU_pNm9/edit?usp=drive_web&ouid=103741044818260471168&rtpof=true


□検討事項　　■承認事項 令和6年度　第【  9 】回役員会起案

事　　業　　名 令和6年度　鈴鹿商工会議所青年部　臨時会員総会

担　　当 総務DX推進委員会 作成者 今井貴裕

□ 収支予算（案）

□ 収入の部

項目 明細 金額（税込）

□ 全体事業費 ¥20,000

□

計 ¥20,000

□ 支出の部

項目 明細 金額（税込）

□ 看板代
サイズ 3600×600 ユポ紙

¥11,000
令和6年度鈴鹿商工会議所青年部臨時会員総会

□ 総会資料 A3両面　108名ｘ20円 ¥2,160
□ 会場代 鈴鹿商工会議所 4階大ホール ¥5,000
□

□ 予備費 ¥1,840
計 ¥20,000

※懇親会費は本会計に計上しない為、詳細は別途下記の通り記載。

□ 懇親会について

開催店舗

項目 明細 金額（税込）

□ 懇親会費 6,000円×108名 ¥648,000

□

質疑応答事項記録

月度 質疑 月度 回答



 

 

鈴鹿商工会議所青年部（鈴鹿ＹＥＧ） 

令和７年度 スローガン・会長所信・基本方針（案） 
 

 

■スローガン 

【 YEG , Nexus Innovation 】 

～ 絆から繋がる未来への懸け橋 ～ 

 
■会長所信 

 人口減少・・・現在、私たちは少子化問題に直面しており、地域や単会の消滅が起こりうる未来

に近づいています。子や孫へ「豊かで住み良い地域」のバトンを渡すためには、渋沢栄一翁が唱え

たように、道徳と経済の合一が必要不可欠です。地域の発展や企業の繁栄は、単に利益追求にとど

まるのではなく地域社会に対する社会的責任を果たすことが重要です。交流と研鑽を通じて起業家

精神を高め、個人の資質向上が自社の発展や地域の発展につながり「活力ある地域経済社会」への

実現へと結びついていきます。これが「社会の永続」に繋がると信じています。 

 鈴鹿 YEGは今年度で設立 48年目を迎え、令和 9年度には三重県連大会鈴鹿大会と設立 50周

年記念事業が控えています。先輩方の想いを受け継ぎこの大事業を成し遂げるため、今年度のスロ

ーガンを【YEG , Nexus Innovation】～絆から繋がる未来への懸け橋～とさせていただきました。

鈴鹿の経済団体として、地域社会の繋がりの中心となりリーダーシップを発揮し地域経済を活性化

させ社会に革新をもたらしていきます。そのためには、青年経済人として一人ひとりが当事者意識

を持ち、事業に参加し自己研鑽を通じて自社の発展へと繋げていくことが重要です。その想いが連

鎖して絆となり、輝く未来への懸け橋になると確信しています。 

 鈴鹿 YEG の継続事業である「バイクであいたいパレード」では、モータースポーツのまち鈴鹿

の魅力を充分に発揮しこれまで継承された想いを大切にし、さらなる地域活性化へと繋げます。ま

た「おしごと体験フェス」では、未来を担う子どもたちに魅力ある地域のお仕事で夢と希望を届け、

将来の「活力ある地域経済社会」に貢献します。さらに鈴鹿 YEG の組織力を向上させるため、ま

ずは会員増強に力を入れ人材の育成と青年経済人としての資質向上、そして当事者意識の革新を図

ります。「PDCA サイクル」を活用し事業報告をこれまで以上に精査し、成長に向けたプロセスを

繰り返していきます。 

 鈴鹿 YEGに入会した目的はメンバーによって異なりますが、綱領・指針から「YEG とはなにか」

を読み取り、進むべき方向を定める必要があります。同じ時間を共有することで育まれる仲間との

絆、事業を企画・運営することで養われるスキルの向上、YEG ネットワークを活用した自社業の

成長など積極的に活動していく事により多くの成果を得ることができます。鈴鹿 YEG の結束をよ

り強固にし、メンバー全員が前を向いて進むことでさらに強い組織となると確信しています。 

 YEG としての活動は、交流・研鑽・地域振興が本質です。時間を有効に活用し、多くの仲間と

交流したくさんの学びを得て当事者意識を大切にして、真剣に事業に取り組んでいきましょう。 

絆から繋がる未来への懸け橋となり、共に前へ進み、成長していきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

■基本方針 

●組織の強化 

・例会、委員会、各事業への積極的な参加 

・新入会員増強の積極的な取り組み 

・理念浸透への取り組み 

・次世代の人材育成 

・県連大会鈴鹿大会・設立50周年記念事業へ向けての意識改革 

 

●地域の活性化 

・地域の未来へつながる事業の取り組み 

・子どもたちに夢を与える活動 

・モータースポーツを通じた地域の活性化 

・市民、企業、行政、教育機関及び関係諸団体との連携 

 

●会員の研修 

・青年経済人としての成長 

・社業に活かせる経営研修 

・DXへの積極的な取り組み 

 

●交流の推進 

・他単会、他団体との積極的な交流活動 

・対外事業への対応と積極的な参加 

・インターネット、SNSを用いた情報発信 

・OB会との交流活動 

 

●渉外活動 

・日本 YEG事業への積極的な取り組み 

・東海ブロック YEG事業への積極的な取り組み 

・三重県連事業への積極的な取り組み 

 



出向理事

※櫛田 拓真

直前会長 会　長 専務理事

※泉　晃多 ※森　雄一

※杉本　智哉 ※水谷　一星

※野間　康友

役員会

☆望月　卓透

顧問　　　泉　晃多

三重県連交流委員会　魁塾

副会長 副会長

企画委員会委員長　　　　　泉　晃多

☆松林　大樹

副会長

理事　三浦　洋平

東海ブロック委員会

☆矢田　純一

鈴鹿商工会議所青年部（鈴鹿ＹＥＧ）令和7年度 組織図（案）

（Ｒ6.11.28　現在　会員数１０8名）

日本商工会議所青年部

※役員

◎委員長

総　会

監　事

顧問　　泉　晃多 相談役

未来創造委員会副委員長　櫛田　拓真

※山田　雅一

東海ブロック商工会議所青年部連合会 理　事　森　　雄一

相談役　岡田　基紀

三重県商工会議所青年部連合会

副会長　三浦　洋平

※岡田　基紀

副会長

総務・理念 組織活性化 未来創造 ビジネス向上 広報・交流

副会長

※前田　哲

委員会 委員会 委員会 委員会

副会長

※三浦　洋平 ※髙士　将気

委員会 委員会

（名） （名） （名） （名） （名） （名）

地域活性化

　　◎※加藤　慶昭 　　◎※草深　裕也 　　◎※濵村　恭平 　　◎※三舩　裕太 　　◎※田中　祐介 　　◎※服部　快芳

　　〇※平子　史 　　〇※子安　康文 　　〇※鈴木　翔 　　〇※森田　員丈 　　〇※稲垣　豊 　　〇※山本　光輝

　　〇※長屋　季良 　　〇※内木　隆博 　　〇※西口　崇 　　〇※吉田　孔顕 　　〇※佐藤　マサ 　　〇※松葉谷　光由

副室長　櫛田　拓真

森　雄一

草深　裕也
濵村　恭平

※中島　慎之助

三浦　洋平

高士　将気

杉本　智哉

前田　哲

水谷　一星

ビジョンマネジメント室

室長　泉　晃多

田中　祐介

服部　快芳

清水　健太

小野寺　真志

勇　まり子

野間　康友

○副委員長

△特別会員

▲賛助会員

☆ＯＢ

休会会員

三舩　裕太

中島　慎之助

山田　雅一

岡田　基紀

加藤　慶昭



令和７年度 日本商工会議所青年部 
専門委員 推薦書 

 

私は、令和７年度日本商工会議所青年部 専門委員に申し込みを
いたします。また、専門委員応募基準を遵守することを誓約いたし
ます。 

 

＜専門委員応募者＞ 

 

所属：    鈴鹿     商工会議所青年部 

 

氏名：   櫛田 拓真         印  

 

 

 

私は上記の者を、令和７年度日本商工会議所青年部 専門委員に
推薦いたします。 

 

    鈴鹿    商工会議所青年部       

 

令和６年度会長       泉 晃多        印  

 

令和７年度会長予定者   森 雄一       印  
＊令和７年度会長予定者が未定の場合は、令和６年度会長のみで構いません。 

 

 

 

   三重     道・府・県連                 

 

令和７年度会長予定者     市野 智康     印  



令和６年１１月吉日 

鈴鹿商工会議所青年部 

会長 泉 晃多 様 

三重県商工会議所青年部連合会  

令和 7 年度会長候補者 市野 智康 

 

令和７年度三重県商工会議所青年部連合会における役職の委託について 

 

拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。平素より三重県商工会議所青年

部連合会の活動に対し、深い理解と支援を賜り、心より感謝申し上げます。 

新たな時代の変革期に立ち、我々はＹＥＧとして新価値の創造をしていかなければなり

ません。そのためには経験豊かで高い志を持つ方のリーダーシップと協力が不可欠です。

鈴鹿 YEG 泉 晃多 様に令和７年度三重県商工会議所青年部連合会の『顧問』としての活

動をお願いできればと存じております。彼の持つ深い知見と情熱が弊部の活動に大きな貢

献をもたらすと確信しております。 

鈴鹿商工会議所青年部と 泉 晃多 様のご都合やご意向を最大限尊重するとともに、共に

メンバーを支えていくこの重要な役職をお引き受けいただけますよう、心よりお願い申し

上げます。何卒、ご検討の上、お返事賜りますようお願い申し上げます。 

敬具 

 

 

【返信先】 

下記メールアドレスに返信お願いいたします 

 

桑名商工会議所青年部事務局 

Mail : yeg@kuwanacci.or.jp 

 



令和６年１１月吉日 

鈴鹿商工会議所青年部 

会長 泉 晃多 様 

三重県商工会議所青年部連合会  

令和７年度会長候補者 市野 智康 

 

令和７年度三重県商工会議所青年部連合会における役職の委託について 

 

拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。平素より三重県商工会議所青年

部連合会の活動に対し、深い理解と支援を賜り、心より感謝申し上げます。 

新たな時代の変革期に立ち、我々はＹＥＧとして新価値の創造をしていかなければなり

ません。そのためには経験豊かで高い志を持つ方のリーダーシップと協力が不可欠です。

鈴鹿 YEG 岡田 基紀 様に令和７年度三重県商工会議所青年部連合会の『相談役』として

の活動をお願いできればと存じております。彼の持つ深い知見と情熱が弊部の活動に大き

な貢献をもたらすと確信しております。 

鈴鹿商工会議所青年部と岡田 基紀 様のご都合やご意向を最大限尊重するとともに、共

にメンバーを支えていくこの重要な役職をお引き受けいただけますよう、心よりお願い申

し上げます。何卒、ご検討の上、お返事賜りますようお願い申し上げます。 

敬具 

 

 

 

【返信先】 

下記メールアドレスに返信お願いいたします 

 

桑名商工会議所青年部事務局 

Mail : yeg@kuwanacci.or.jp 



鈴鹿商工会議所青年部会則第２８条【会員の義務】未達成者 
 

令和６年１１月１５日現在 

 

【総務ＤＸ推進委員会】 

 １．桐生 常朗〔 ㈱ オ フ ィ ス 桐 生 〕例会２回、委員会６回 

 ２．近藤 富信〔 ま る い 本 店 〕例会１回、委員会１回 

 ３．髙倉 美礼〔 天 空 之 城 〕例会２回、委員会９回 

 ４．谷川  功〔 ㈲ タ ツ ジ 〕例会１回、委員会４回 

 ５．本田紗耶佳〔 ス ナ ッ ク 紅 蘭 〕例会１回、委員会３回 

 

【ビジネス向上委員会】 

 １．坂口 周吾〔 L a z o s 企 画 〕例会０回、委員会０回 

 ２．里  幸祐〔 中日新聞鈴峰専売店 里新聞店 〕例会２回、委員会１０回 

 ３．仲野  涼〔 Ro s e t t e  r i b b o n 〕例会２回、委員会２回 

 ４．浜本  靖〔 ㈲浜本鈑金工業所 〕例会２回、委員会２回 

 

【未来創造委員会】 

 １．儀賀  亮〔 ㈲ 中 日 本 電 気 〕例会２回、委員会４回？ 

 ２．吉田 雅一〔 ㈱ ノ ー マ ー ク 〕例会２回、委員会４回？ 

 

【広報ブランディング委員会】 

 １．喜多 徹史〔 ㈱Life time youth 〕例会１回、委員会７回 

 ２．南山 祐弥〔 ㈱ 南 山 電 設 〕例会１回、委員会１回 

 

【組織活性化委員会】 

 １．渥美 祐貴〔 渥 美 建 設 ㈲ 〕例会２回、委員会３回 

 ２．井村 佳弘〔 井 村 総 合 建 設 〕例会２回、委員会３回 

 ３．沢田 晃一〔 Ｏ Ｓ Ａ 〕例会２回、委員会６回 

 ４．西出  貴〔 イ ケ ダ ア ク ト ㈱ 〕例会５回、委員会２回 

 ５．水谷 晴斗〔 ㈱ Ｍ Ａ Ｒ Ｕ 〕例会０回、委員会１回 

 



令和 6年度第【 9 】回役員会提出 

 

 

出向先 
東海ブロック商工会議所青年部連合会 

東海‼よりむすび委員会 

出向者 櫛田 拓真、杉本 智哉、前田 哲、三浦 洋平、森 雄一 

 

日時 令和 6年 10月 12日（土）15：00～20：30 

場所 岡崎商工会議所 ２F中ホール 

会議名 令和 6年度 東海ブロック YEG 東海‼よりむすび委員会 

出席者 

（敬称略） 
森 雄一 

作成者 森 雄一 

【内 容】 

令和 6 年度  第 10 回東海‼よりむすび委員会  

 

1.開会の辞 

2.委員長挨拶        （松阪 YEG 委員長 加藤 泰大） 

3.開催地代表挨拶       （岡崎 YEG 会長 深田会長） 

4.協議事項 

（1）12 月親睦交流会について 

（2）恵那・会長会議の報告について 

（3）3 月会長会議について  

7.その他・報告連絡依頼事項  

8.次回開催日及び場所  令和 6 年 11 月 23 日（土） 三重県亀山市 

9.閉会の辞 

 

【報告事項】 

 各単会で、親睦交流会を盛り上げていきましょう。 

【所 感】 

 鹿児島のブロック大会で岡崎の委員会に遅参し申し訳ございません。 

東海ブロック大会恵那大会を終えて、メンバーの表情も落ち着きをみせ、笑顔あふれる委員会

となっていました。懇親会など、設営にも力が入っており鈴鹿を手本的に考えているようでし

た。 

 

 12 月 6 日に松阪の地で開催されます、大交流会に同じ県連の鈴鹿からたくさんのメンバ

ーで行きたいと願っております。 

 

東海‼よりむすび委員会 

出向報告書 



令和６年度 第【 ９ 】回役員会提出 

 

 

 

 

出向先 
東海ブロック商工会議所青年部連合会 

東海‼よりむすび委員会 

出向者 杉本 智哉、前田 哲、三浦 洋平、櫛田 拓真、森 雄一 

 

日時 令和６年 １１月 ２３日（土） 1５：０0～１７：０0 

場所 名阪関ドライブイン 2階【梅菊の間】 

会議名 令和６年度 東海ブロック YEG 東海‼よりむすび委員会 

出席者 

（敬称略） 
三浦 洋平、森 雄一、杉本 智哉 

作成者 杉本 智哉 

【内 容】 

令和６年度  １１月度  東海‼よりむすび委員会 

○亀山、四日市 YEGなどから出向しているメンバーの紹介 

○１２月６日東海ブロック YEG東海!！ひとむすび親睦交流会で企画している 

各分科会についての打ち合わせ 

 

※その後、東海ブロック R6役員、R7役員を交えた合同懇親会に参加しました。 

 

次回開催日及び場所  令和 6 年１２月６日（金） 三重県松阪市 

 

 

【報告事項】 

 ・１２月６日は下記の分科会が組まれていますので、皆様、ご都合がつけば 

ご参加ください。 

  【分科会 1】 歴史まち歩きツアー + 松阪牛すき焼き鍋 + 松阪食肉公社見学ツアー 

  【分科会 2】 ゴルフコンペ 

  【分科会 3】 サバイバルゲーム 

  【分科会 4】 松阪木綿フォトセッション 

  【分科会 5】 ボウリング 

 ・夜の部として大懇親会もありますので、そちらもご出席ください。 

 

 

 

 

 

東海‼よりむすび委員会 

出向報告書 



【所 感】 

 

東海‼よりむすび委員会も残された役割は１２月の大交流会と、３月の会長会議のみとなっ

て参りました。１２月の大交流会はほぼほぼ内容は固まっている状況ではあったものの、参

加人数不足などにより直前まで細かい対応が求められるような気がしました。分科会はすべ

て魅力的な内容になっていますので、皆様ご参加いただければ持ち帰れるものも多いかと思

います。 

 

夜の懇親会は令和６年度、７年度の役員会も合同で行われるもので、大いにもり上がりまし

た。同世代の仲間が各地で精力的に頑張っている話を聞いて刺激を受けたり、お酒を交えて

多いに楽しむことができました。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 



 
 

 

 



令和 6 年度第【 ９ 】回役員会提出 

 

 

出向先 三重県商工会議所青年部連合会 交流委員会 魁塾 

出向者 森雄一、今井貴裕、中島慎之助、草深裕也 

 

日時 令和 6 年１１月３０日（土） 1６：３0～1８：０0 

場所 鳥羽商工会議所かもめホール 三重県鳥羽市大明東町１-７ 

会議名 令和 6 年度三重県連交流委員会「魁塾」第７回委員会 

出席者 

（敬称略） 
今井貴裕、中島慎之助、草深裕也 

作成者 中島慎之助 

【内 容】 

1．開会の辞                鳥羽 YEG    水谷 友紀 君 

2．出席者の確認並びにオブザーバーの紹介 

3．配布資料の確認 

4．開催地会長挨拶             鳥羽 YEG 会長  中野 雄介 君 

5．委員長挨拶               亀山 YEG     豊田 元洋 君 

６．議事 

1)三重県連親睦交流事業について 

・各チームに分かれてゲームの道具・資料作り 

・全体の流れの確認・説明 

２)その他  

７．連絡依頼事項 

  1)各単会から PR などあれば  

  2)12/7(土)現地にてシミュレーション 

  3)12/14(土)親睦交流事業当日 

9．次回開催日の確認         令和 6 年１２月７日（土）１３：００～ 

                   会場： 鈴鹿峠自然の家 亀山市関町沓掛１２３ 

10．閉会の辞                亀山 YEG  本城 拓哉 君 

 

【協議内容】 

① 県連大会懇親会での余興内容詳細について 

開催前、最後の委員会となり各グループ緊張感を持った協議を行っておりました。12

月７日のリハーサルに向けた準備物の確認などを行いました。  

 
【その他】  

懇親会は市内天びん屋にて行い、２次会は近くの花乃宴で盛大に盛り上がりました。  

三重県連 出向報告書 



 

 

 

 

 



  

   令和６年 11 月吉日 

 

東海ブロック商工会議所青年部連合会 

会 員 各 位  

 

東海ブロック商工会議所青年部連合会 

令和６年度 会 長  河合 将弘 

（岐阜県連 恵那ＹＥＧ所属） 

令和７年度 会長予定者 加藤 寛之 

（愛知県連 一宮ＹＥＧ所属） 

 

令和７年度東海ブロック商工会議所青年部連合会 

「東海Ｏｎｅ Ｔｅａｍ委員会」「39 未来ビジョン委員会」設置のご案内 

及び委員募集について 

 

謹啓 厳冬の候、貴青年部におかれましては、ますますご隆昌のこととお慶び申し上げま

す。 

平素は東海ブロックＹＥＧの活動に格別のご理解とご協力をいただき、厚くお礼申し上

げます。 

さて、令和７年度の東海ブロックＹＥＧでは、平成 21 年度より設置されました委員会活

動を踏襲すると共に、会員の交流と研鑽をより充実させた活動をして頂くために『東海Ｏ

ｎｅ Ｔｅａｍ委員会』『39 未来ビジョン委員会』の２委員会を設置いたします。 

つきましては、令和７年度東海ブロックＹＥＧの委員会活動を行うにあたり、日本ＹＥ

Ｇ専門委員に準じたブロック専門委員をそれぞれの委員会毎に 39 名のメンバーを募集いた

します。出向経験の有無や単会での活動経歴を問わず、意欲ある方を幅広く募集いたしま

すので、貴単会会員各位へお知らせ頂きますよう宜しくお願いいたします。 

またブロック専門委員の輩出には、各単会におかれましては何かとご負担をお掛けする

こととは存じますが、幅広い情報を持ち帰っていただき、貴単会の活動をより活発な活動

にして頂くと共に東海ブロックＹＥＧ内の連帯を強め、会員各位により充実したＹＥＧ活

動や地域発展のための活動をしていただくため、お役に立つような委員会にさせていただ

きますので、是非、趣旨をご理解いただき、ご協力くださいますようお願い申し上げます。 

別紙募集要項をご覧いただき、申込用紙に必要事項をご記入の上、令和７年度東海ブロ

ックＹＥＧ事務局（担当：小島 祐介 e-mail:ykojima@ichinomiya-cci.or.jp）へご返信

頂きますようお願い申し上げます。 

 尚、ご不明な点がございましたら、令和７年度東海ブロックＹＥＧ事務局にお気軽にお

問い合わせ下さい。 

敬白 

 



 
 
 

 

令和７年度 東海ブロック商工会議所青年部連合会 

専門委員 募集要項 
 

 東海地区内の商工会議所青年部（以下、ＹＥＧ）の交流と連携の促進を図り、連合会のスケ

ールメリットを活かした情報交流・発信を行い、各単会の強化に寄与し、東海ブロックの 39 単

会が互いに切磋琢磨し連携し合いながら自社業と地域の永続と発展のため、活動をしていきま

す。 

 

 

◇東海Ｏｎｅ Ｔｅａｍ委員会 （委員長 乘本知尚 愛知県連/豊川ＹＥＧ） 
【開設目的】 

・各種会議の設営、事業の計画を通して 39 単会から集まる委員会メンバー一人ひとりが研鑽を

積み、互いに切磋琢磨することにより繋がりをより強いものにします。 

・会員事業所の発展や各単会の強化、そして各地域の発展、永続へと繋がるような事業の展開

を目指します。 

・委員会が中心となり東海ブロックＹＥＧメンバー一人ひとりが積極的に関わることのできる

事業を行っていきます。 

・必ず起こる大災害への備えとして連合会としての役割を明確にします。 

・東海ブロックＹＥＧメンバーのＹＥＧ内でのビジネス交流の促進を図ります。 

 

【委員会基本方針】 

 東海ブロック内のＹＥＧ交流と連携を促進し、スケールメリットを活かした情報発信や活動

を通じて各単会の強化に貢献することを目指します。39 単会が切磋琢磨し、自社業と地域の発

展に向けた取り組みを支援します。 

 また、大規模災害への備えとして、災害時におけるＹＥＧおよび企業間のＢＣＰ（事業継続

計画）を策定し、防災意識を高めるとともに、ＹＥＧとしての対応方針を定め地域貢献を図り

ます。 

 さらに、ＹＥＧ活動の大きな目的ある自企業の発展のため、東海ブロック内で企業間交流が

益々活発となるような事業を開催し、東海ブロックＹＥＧメンバー同士が相互に成長できる環

境を構築します。 

 

 

◇39 未来ビジョン委員会 （委員長 生川雄規 三重県連/四日市ＹＥＧ） 
【開設目的】 

・各種会議の設営、事業の計画を通して 39 単会から集まる委員会メンバー一人ひとりが研鑽を

積み、互いに切磋琢磨することにより繋がりをより強いものにします。 

・会員事業所の発展や各単会の強化、そして各地域の発展、永続へと繋がるような事業の展開

を目指します。 

・委員会が中心となり東海ブロックＹＥＧメンバー一人ひとりが積極的に関わることのできる

事業を行っていきます。 

・連合会のスケールメリットを活かし、メンバーがそれぞれの地域で役に立つ情報を共有しま

す。 

・東海ブロックＹＥＧがより良い活動を行うための礎を築くことを目指します。 

 

【委員会基本方針】 

我々の暮らす社会は、高齢化や過疎化による地方の衰退、地方から大都市部への人口流出、

人口減少による経済の衰退などが年々深刻化しております。私たちの暮らす地域や各単会にも

関係のないことではありません。 

今私たちＹＥＧがすべきこととは何なのか。 



それは地域の永続、ひいては単会の永続を現在の課題と捉え活動を行っていくことだと考えま

す。 

 東海ブロックは 39 単会から構成されており、それぞれの単会が持つ強みや弱みは様々な形と

してあります。令和７年度 39未来ビジョン委員会では、各単会が持つ強みや弱みを情報共有し

それぞれの単会の更なる強みとして情報共有を行って参ります。 

さらには、東海ブロック 39 単会の思いを一つにすべく、皆様から課題を抽出し理想と課題の

ギャップから真の課題をみつけ、東海ブロックとしての未来への道しるべとなるビジョンを策

定させていただきます。 

 地域や単会が永続するために、東海ブロック 39単会の力を結集させＯｎｅ Ｔｅａｍで一年

間力強く委員会運営を行って参る所存です。どうぞよろしくお願い致します。 

 

 

◇委員会開催日 
基本的には、東海ブロック役員会同日及び、委員長及び副委員長が協議決定した日時での開

催です。 

またそれ以外については、委員長の判断に委ねるものとします。 

 

 

◇応募規定 
東海ブロックＹＥＧに所属する単会の会員であれば、出向経験が無くとも参加できます。 

ただし、エンジェルタッチを多用するため、メールの出来る環境をお願いします。また、年間

スケジュール（委員会・委員会事業等）に積極的に参加できる方の出向をお願い致します。 

 各委員会とも 39 名のメンバーを定員とします。できるだけ、各単会それぞれの委員会へ委員

の配属をお願い致します。複数名応募いただいても差し支えありませんが、応募多数の場合は

地域バランス、過去の出向回数、単会の意向等を考慮して、当方にて検討・選考をさせていた

だきます。また、各委員会において各県連で偏りがないように調整させていただくことがあり

ます。ただし、副委員長については定員から除外とします。 

 

 

◇申込方法 
  令和６年 12 月 23 日（月）までに別紙申込用紙に必要事項を記入し、下記事務局までメール

にてお申込み下さい。 

 

 

◇その他 
 東海ブロックＹＥＧの委員会活動について、ご質問がございましたら各単会の東海ブロック

ＹＥＧ出向者にご質問下さい。もしくは、下記事務局までメールにてご連絡下さい。 

 

 

＝お問合せ先＝ 

 

令和７年度東海ブロック商工会議所青年部連合会 

事務局 小嶋 裕介 

TEL：0586-72-4611  e-mail：ykojima@ichinomiya-cci.or.jp 

 



 

令和 6年 11 月吉日 

三重県下商工会議所青年部 御中 

三重県商工会議所青年部連合会 

   会長 山田 拓朗 

〔公 印 省 略〕 

 

第 13回三重県連大会亀山大会 

大会会長 村山   優 

実行委員長 打田 淑人 

〔公 印 省 略〕 

三重県商工会議所青年部連合会 

第 13回三重県連大会亀山大会開催のご案内 
 

拝啓 晩秋の候ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

平素は当会の事業に関しまして、多大なご支援、ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。  

さて、来る令和 7 年 2 月 1 日に、亀山商工会議所青年部主管にて「三重県商工会議所青年部連合会 

第 13回三重県連大会亀山大会」を開催する運びとなりました。 

大会テーマ『もう一歩先へ～未来に向けて、いま狼煙をあげろ！～』を掲げさせていただきました。  

三重県連が来る令和 8 年度の東海ブロック大会やその先に控える大きな大会の主管に向け、より一層 

成長し、一丸となり戦っていけるよう、三重県内の青年経済人が互いに交流と連携の輪を拡げ、有意義な

大会になればと考えます。 

 つきましては、御多忙のおり、誠に恐縮ではございますが、貴青年部会員の多数の御参加を賜ります 

よう御案内申し上げます。 

謹白 

記 

１，日 時    令和 7 年 2 月 1日（土） 9：30～20：00  

交 流 会   9：30～13：20（受付 9：00～） 

記念式典 14：00～15：30（受付 13：00～） 

記念講演 16：00～17：30 

懇 親 会 18：00～20：00 

 

２，場 所     交流会：亀山市内 

集合場所：亀山市文化会館 （三重県亀山市東御幸町 63  TEL 0595-82-7111） 

 

記念式典、記念講演、懇親会 

開催場所：亀山市文化会館 （三重県亀山市東御幸町 63  TEL 0595-82-7111） 

 

３，登録期日   令和 7 年 1 月 14 日（火）まで 

 

４，登 録 料   現 地 参 加 ： 10,000 円(懇親会参加の有無を問わず、申し受けいたします。) 

           交流会参加 ：  5,000円(現地参加の登録料とは別途必要になります。) 

           応 援 登 録 ：  5,000円(記念品あり) 

・登録料については令和 7年 1月 31日（金）までに登録票に記載された口座へ 

各事務局よりお振込ください。 

・令和 7 年 1 月 20 日（月）以降のキャンセルは、登録料を御負担いただきます。 

 

５，主 管   亀山商工会議所青年部  

 

６，申込方法   別添登録票に必要事項をご記入の上、令和 7年 1月 14 日（火）までにメールにて 

お申込みください。 

 

７，連 絡 先   三重県商工会議所青年部連合会事務局（亀山商工会議所青年部事務局）  塚田 

ＴＥＬ：0595-82-1331  ＦＡＸ：0595-82-8987  ＭＡＩＬ：tukada@kameyama-cci.or.jp 

mailto:tukada@kameyama-cci.or.jp
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三重県商工会議所青年部連合会　第13回 三重県連大会
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Mie Prefectural Convention

9:30～13:20
記念式典交流会
14:00～15:30

記念講演
16:00～17:30

大懇親会
18:00～20:00

〔集合／9:00〕 〔受付／13:00～〕

主催：三重県商工会議所青年部連合会／主管：亀山商工会議所青年部／後援：三重県・亀山市・三重県商工会議所連合会・亀山商工会議所
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※交流会参加者は、登録料とは別に5,000円必要になります。



会社イリエコネクショ

ンを設立。●2018年、イリ

エコネクションに入った後輩の

渡辺謙司（元Bコース）や元サッ

カー選手の片岡洋介を中心にしてお笑

い芸人やアスリートのセカンドキャリア支援

事業を立ち上げる。●2019年、芸能活

動から引退。●2020年、清掃会社

ピカピカを設立。●2020年4

月現在、全国でピカピカ5

店舗を経営。
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14:00～15:30
〔受付／13:00〕

16:00～17:30

18:00～20:00

江戸時代の町並みを色
濃く残す東海道47番目
の宿場町「関宿」。
国の重要伝統的建
造物群保存地区である
「関宿」を散策し、江戸か
ら明治期にかけての町並
み・歴史を堪能していただきます。散策後には「彦
兵衛」にて食事をとりながら交流を深め、今年オープ
ンした亀山市の新たなランドマーク「カメヤマローソク
タウン」にて幻想的な空間を共に感じていただきます。

亀山大会
発
動

交流会 関宿散策・カメヤマローソクタウン

記念式典
青年経済人である、YEGメンバーとして厳粛で誇り高き式典を創造します。
また、脈々と受け継がれてきた県連のバトンを昨年度に松阪YEGから繋いで
もらい、そのバトンを次年度へしっかりと繋いでい
く場とします。

記念講演

テーマ「『繋がり』で踏み出す一歩」と題し、
コミュニケーション力によって培った人脈力
で人生の再スタートを切り、這い上がるまで
の道のりや苦悩を講演いただきます。実際
に体験された入江氏による魅力のある講演
内容。

大懇親会
県連大会の締めくくりとなる大懇親会では、
参加者が食事を楽しみながらの交流を行う
ことで、三重県連の一体感を感じ、次年度大
会に繋げます。
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2025.2.1 SAT

●1977年4月8日生

まれ、東京都小平市出身。

●1997年、高校の同級生だっ

た矢部太郎とカラテカを結成。豊富

な人脈を活かし、2013年よりフェスイ

ベント『 入 江コネクション（ I R I E  

CONNECTION）』を主催。自身のコ

ミュニケーション術として「後輩力」

を提唱。『日本後輩協会』を設

立し会長に就任。●2015

年10月、友人と株式

EMERGENCY

EMERGENCY EMERGENCY

EMERGENCY EMERGENCY EMERGENCY

講師：株式会社ピカピカ
　　　代表取締役　入江 慎也氏

マグロの解体ショー

※写真はイメージです。


